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この試験は自筆ノート持ち込み可で行います．本，コピー等は不可です．
以下，R上で考えている測度はすべて Lebesgue測度である．δa は，R上の Dirac

の δ 関数であり，試験関数 φ に対して ⟨δa, φ⟩ = φ(a) となるものである．

[1] R 上の C∞級関数 φ が，任意の実数 a に対して ⟨δ′′a + δa, φ⟩ = 0 を満たすと
する．このような φ をすべて求めよ．

[2] 次の積分の値を求めよ．ただし ξ は実数である．∫ ∞

−∞

e−ixξ sinx cos x

1 + x2
dx

[3] (1) 任意の多項式 p(x) に対し，
∞∑

n=0

p(n)δn は緩増加超関数であることを示せ．

(2) 超関数
∞∑

n=0

anδn が緩増加でないような数列 {an}n の例を一つ挙げよ．緩増加

でないことの理由をきちんと示すこと．

[4] 次の Fourier 級数の値を求めよ．∑
n∈Z,n ̸=0

einx

n4
.

[5] 次の積分の値を求めよ．ただし ξ は実数である．∫ ∞

−∞

e−ixξ sin x

x(1 + x2)
dx

[6] f, g ∈ L2(R) とする．通常のように

(f ∗ g)(x) =
∫ ∞

−∞
f(x − y)g(y) dy

とおく．
(1) f ∗ g は超関数として緩増加であることを示せ．
(2) f ∗ g の緩増加超関数としての Fourier 変換は f̂ ĝ に等しいことを示せ．ただ

し，f̂ , ĝ はそれぞれ，L2 関数としての f, g の Fourier 変換である．


